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女子バレーボール部の１部リーグ昇格への軌跡
The Women’s Volleyball team and its rise to the top college division of 
women’s volleyball
石橋　ちとせ
Chitose  ISHIBASHI
私たち国士館大学女子バレーボール部は、今季
の入れ替え戦で早稲田大学に勝利し念願であった
１部昇格を果たすことができました。１部に昇格
するのは２季ぶりではありますが、昨年は自動昇
格という形で１部昇格はしたものの入れ替え戦で
の昇格は、約 20 年ぶりの快挙となります。去年
１部にいた際には、１部と２部の実力差を見せ付
けられ３勝 11 敗という悔しい結果で自動降格と
なりました。そのときの主力メンバーであった７
人中４人が先輩であったため、今年新チームにな
ってからの不安はとても大きいものでした。しか
し再び１部に昇格したいという強い思いを胸にチ
ーム一丸となり日々練習に励みました。
２部では上位の常連ではあったが、１部ではス
パイク、ブロック、レシーブのすべての点におい
て足りないものばかりでした。新チームになって
から弱点であったレシーブ面の強化に重点を置
き、普段からレシーブ練習を多く取り入れ、守備
を安定させることに努めてきました。しかし、秋
季リーグ後に行われた入れ替え戦では、後一歩と
いうところで早稲田大学に負けてしまいました。
レシーブに重点を置いたからといって、すぐに結
果が出るはずもなく、今まで以上に練習を行う必
要がありました。レシーブだけでなく、今まであ
まりやったことのないブロック練習も多く取り入
れ、より一層守備を固めていくことにしました。
そして、あまり背の高くない国士館大学が1部で
通用するためには、攻撃のスピードを速くするこ
とでした。トスの速さに慣れていないため、上手
にいかないこともありました。しかし、そこで少
しでも妥協をしてしまったら1部に上がることは
できないと自分たちに言い聞かせ、闘志を奮い立
たせました。
秋季リーグの開幕当初は、主力メンバーが怪我
で出場できないというアクシデントに見舞われま
したが、チーム一丸となって試合に臨み乗り越え
ることができました。最終戦では怪我をしていた
メンバーもコートにもどり、秋季リーグは１位と
いう成績で入れ替え戦への切符を手に入れまし
た。１部へ昇格したい強い思いから、普段の練習
に加え早朝練習も行いました。入れ替え戦では緊
張のあまり１セット目を落としてしまいました
が、それ以降は自分たちの力を十分に発揮するこ
とができ、見事勝利を納めることができました。
私たちにとっての１部昇格とは、あるものには
集大成であり、あるものには新たな目標への挑戦
となりました。［努力すれば必ず報われる］この
言葉を胸にこれからもそれぞれの道を強く歩んで
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いけると確信しています。最後になりましたが、
ご指導してくださった監督、コーチをはじめ、影
になり日向になり支えてくださったご父兄の皆様
に心から感謝申し上げます。ありがとうございま
した。
